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【名称】   コンバインの供給搬送装置

(57)【要約】

【課題】  従来の装置は、始端部側のスターホイールの

掻込み歯で掻込み回動を行う構成であるから、掻込み時

の機能が不充分でとりこぼしや穂先側のもたつきが発生

して、結果的に、穂先の揃いが極端に悪くなって、脱穀

負荷が大きくなる課題があった。

【解決手段】  本願発明に係る刈取前処理装置６の供給

搬送装置５は、株元チエン７と穂先搬送ラグ８との上下

２段に構成し、穂先搬送ラグ８に近い高さ位置に、駆動

側と従動側との左右一対の掻込みスターホイール９ａ，

９ｂを噛み合い状態に軸架して設け、該掻込みスターホ

イール９ａ，９ｂの一方側に、前方位置では起立して穀

稈を掻込み、側方から後方に移動する過程では倒伏して

非作用状態に回動する掻込みラグ１０を設けて構成した

コンバインの供給搬送装置としている。

【選択図】  図１

【産業上の利用分野】

本願発明は、車体前部の刈取前処理装置から後続する脱

穀装置に刈取穀稈を搬送する供給搬送装置に関し、農業

機械の技術分野に属するものである。

  

【特許請求の範囲】

【請求項1】

車体１上に搭載した脱穀装置２の前側に、少なくとも穀

稈引起し装置３と刈取装置４と供給搬送装置５とを備え

た刈取前処理装置６を設け、該刈取前処理装置６の供給

搬送装置５は、株元チエン７と穂先搬送ラグ８との上下

２段の搬送装置から構成し、前記穂先搬送ラグ８に近い

高さ位置に、駆動側と従動側とに軸架した左右一対の掻

込みスターホイール９ａ，９ｂを噛み合い状態にして設

け、該掻込みスターホイール９ａ，９ｂの一方側に、穀

稈を掻込む前方位置では起立し、側方から後方に移動す

る非作用位置では倒伏するように回動する掻込みラグ１

０を設けて構成したコンバインの供給搬送装置。

【請求項2】

前記掻込みラグ１０は、噛み合い状態で移動する左右一

対の掻込みスターホイール９ａ，９ｂの上方位置にある

とき、平面視において、掻込み歯１１の範囲内に収まる

長さに構成した請求項１記載のコンバインの供給搬送装

置。

【請求項3】

前記掻込みラグ１０は、側方から後方へ移動する非作用

位置にあって、倒伏状態にあるとき、平面視において、

掻込み歯１１の先端回転軌跡の範囲内に収まる長さに構

成した請求項１、又は請求項２記載のコンバインの供給

搬送装置。


